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これからのカラスの活用法 

 

序章 

第 1 節 研究動機 

今日、世界の人々から見たカラスの印象はどうだろうか。現代社会ではカラスがゴミを漁

ったり農作物を荒らしたりするため「害鳥」や「厄介者」としての悪い印象が強く持たれて

いるのが現状である。確かにカラスは雑食でゴミを漁ることも多い。しかし、カラスは本当

にただの厄介者なのだろうか。 

ジョン・マーズラフによると、カラスの知能はヒトの小学校低学年程度の知能レベルに匹

敵することが示唆されている(ジョン・M・マーズラフ、2010)。この知能レベルにあるヒトの

子どもは、複雑なコミュニケーションをとり、さらに思考力や道具利用能力を要する遊びを

行う。したがって、カラスには高度な問題解決能力や、思考力が備わっていることが推測で

きる。 

また、カラスは器用な嘴を持っている。さらにカラスは賢いので、その知性と器用な嘴を

掛け合わせて使うことも多い。これらの優れた知性と器用さを踏まえ、カラスを活用しさら

に活躍できる存在にさせたいと考えこのテーマを設定した。 

 

第 2 節 研究目的 

本稿では、カラスの持つ高度な知能と器用さに着目し、その能力を環境問題に活用するた

めの具体的提案を行う。さらに、その取り組みの問題の解決方法を考察し、よりよいものと

する。これにより、カラスの悪い印象の払拭と、人間社会における新たな共存の可能性を探

ることを本稿の目的とする。 

 

第 3 節 研究方法 

フランスで行われている新しい取り組みである「カラスがゴミ拾いの作業員に」に着目し

この取り組みの問題点を、文献やカラスの身体、五感、精神などに着目した論文を基に解決

に導く。また、日本のポイ捨ての現状と、この取り組みの内容がどの様につながっているか

を考察する。 
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第 4 節 「カラスがゴミ拾いの作業員に」とは 

フランス西部にあるテーマパーク「ピュイ・デュ・フー」で行われているカラスの高い知

能を活かした環境保護の取り組みとして「カラスがゴミ拾いの作業員に」が導入された。 

この取り組みはピュイ・デュ・フーで働く鷹狩りアカデミーのプロジェクト責任者である

クリストフ・ガボリット氏が調教した６羽のカラスに、タバコの吸い殻などのゴミを自発的

に拾い上げさせる取り組みである。訓練には、二重引き出しというマジックで使われる箱を

使う。この箱にカラスが拾ったごみを入れた後、木の板を引くと、報酬としてエサがもらえ

る仕組みだ。カラスはこの仕組みでゴミ拾いを学習する。 

この取り組みの最大の目的は、単に園内を清潔に保つことだけではない。「カラスでさえゴ

ミを拾っている」という光景を通じ、見た人に対して環境保護への意識を促し、人間が自然

界に対し責任ある行動をとるべきだという倫理的なメッセージを伝えることができる。これ

は、カラスの能力を社会的に活用した先進的な実例だ(ピュイ・デュ・フー、2018)。 

 

第 1 章 「カラスがゴミ拾いの作業員に」なぜヒトはポイ捨てをやめるのか 

 

長澤によると、さらに人間が本来、同種のみにむける「健気だ」「仲間だ」という感情が全

く別の種に対しても現れる(長澤美穂、2015)とされている。そのため、カラスがゴミを拾っ

て働く姿をみるとヒトは、愛情や絆を司るオキシトシンの分泌を促し、「健気で愛らしい」と

いうポジティブな感情を沸かせる。またウィットマンらによると、新しい情報を脳が受け取

るとドーパミンが分泌される(ビアンカ・C・ウィットマン他、2007)。 

山川によるとそれと同時にヒトは「人間が捨てたゴミを動物に片付けさせる」という倫理

的な不快感や罪悪感がストレスとなり、分泌されたコルチゾールが体内に慢性的に蓄積され

ていく。それはヒトの自尊心にストレスを与える(山川香織、2025）。 

そのためエリザベスによると、ヒトはコルチゾールの蓄積を解消しようとし、そして自尊

心を回復させるために罪滅ぼしの行動をする。それによってセロトニンやドーパミンが分泌

される(エリザベス・B・ラポサ、2016）。そのため、ヒトはポイ捨てをやめる。 
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第 2 章 「カラスがゴミ拾いの作業員に」問題 

 

ここではこの取り組みでゴミ拾いをしているミヤマガラスというカラスの中でも賢い品種

に着目して問題点を挙げる。 

 

第 1 節 カラスに関する問題点 

カラスの生態に関する問題点は四つある。一つ目はカラスにストレスが溜まるということ

だ。アニマル・ダイバーシティ・ウェブによると、カラスは羽が大きく、広げると 81～94 ㎝

は広がる(カールソン、L. および K. タウンゼント「ミヤマガラス」、アニマル・ダイバーシ

ティ・ウェブ、2014）。そのため杉田によるとカラスを飼うには最低でも 300×300×250 ㎝の

場所が必要だ（杉田昭英、2021）。 

二つ目はカラスが昼行性であるという部分だ。「昼行性ならば問題がない」と思われること

も多い。ここでいう昼行性とは、日の出とともに起きて、日の入りとともに休息につくこと

を指す。しかし杉田によると、カラスは日の出の少し前に起きて日の入りとともに休息につ

く(杉田昭栄、2021)。また「日の出の少し前」とはズデネクによると「日の出の約 36 分前」

と定義されている(ズデネク・フバーレク、2017)。こうしたカラスの習性は、ヒトの平均的

な生活リズムと明確な差がある。 

具体的な時間を算出するため、ミヤマガラスの主な飛来地に着目する。日本野鳥の会によ

るとミヤマガラスの飛来は鹿児島県、石川県、北海道の 3 つの都道府県に集中している(日本

野鳥の会、2006)。そして、この 3 つの都道府県の春分・夏至・秋分・冬至の日の出・日の入

り時刻を平均するとそれぞれ 5:51 と 17:59 であった(国立天文台、1994)。 

これらの数値を基に計算すると、カラスは 5:15 に起床し 17:59 に就寝すると考察できる。

一方で、総務省によると日本人は平均 6:40 起床し、23:04 就寝する(総務省統計局、2021)。

この生活リズムの差は、騒音などのトラブルを避けたりやカラスにストレスを与えないため

にも近隣住民への配慮をしなければならない。 

三つ目は、ミヤマガラスは渡り鳥であり、ユーラシア大陸の東部から秋から冬にかけて日

本にやってくるという点だ。そのため、ミヤマガラスは日本の夏の暑さに弱く、温度調節を

しなければならない。また、ミヤマガラスは群れで過ごすのでジョアンナによると、1 匹だ

けで生活することがストレスになることがある(ジョアンナ・M・ダリー、2008）。 
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四つ目はカラスの病気についてだ。杉田によると野生のカラスが病原菌を保有している可

能性は極めて高い（杉田昭英、2004）。また吉田によると、フンにはさらにたくさんの病原菌

が含まれている（吉田千賀雄、2018）。そして、同族同士の感染は異種同士の感染よりも感染

のしやすさ、重症化のしやすさがともに高くなる。そのため、飼育されているカラスと野生

のカラスができるだけ接しないようにする必要がある。この四つがカラスに関する問題点で

ある。 

 

第 2 節 ヒトに関する問題点 

ヒトの活動に関する問題点は二つ挙げられる。一つ目は、維持費が高いことだ。ジョンら

による野生のアメリカガラスの人間の個体認識実験より、個体弁別ができ、学習した経験か

ら特徴を見出しそれによって個体識別が可能になる（ジョン・M・マーズラフ、2010）。この

実験よりカラスは恩をくれた人を認識できると考察できる。 

しかし、カラスは警戒心が高いため、成長した大人カラスが完全に懐くまでには時間がか

かる。そのため初期費用と継続的なカラスへの投資が必要になる。二つ目は、人件費が高い

ことだ。これは懐かせた後の過程でカラスを訓練できる人が限られているため、必然的に高

くなってしまうことである。この二つがヒトに関する問題点だ。 

 

第 3 節 鳥獣保護管理法について 

日本では鳥獣保護管理法第八条・九条・十九条により、カラスの飼育の制限がされている

。そのため、日本でこの取り組みを行うには行政から学術許可を得なければならない。さら

に、研究者は動物実験委員会の審査を通過し、倫理面での承認を得る義務がある(2025 年に

施行された改正鳥獣保護管理法による)。 

 

第 3 章 これらの問題を解決するための考察 

 

第 1 節 カラスのストレス対策 

先述したように杉田によるとカラスには最低でも 9 ㎡(3×3)の土地が必要で、かつ高さも

2.5m 必要だ(杉田昭英、2021）。しかし、カラスはその大きさでもストレスを感じるという研

究結果が出ている。また、カラスは繊細な心を持っているため、環境や習慣の変化に弱い。
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そのため、飼育している場合は、家具などが動いたり日常のルーティーンが変わったりする

とストレスが溜まる。さらにミヤマガラスは知能が高く、社会性が強いため、孤独や退屈を

感じてしまう。そのため、二匹以上で飼育した方がよりストレスが溜まりにくい。また、先

述したように夏の暑さに弱いため、温度管理を徹底しなければならない。つまりカラスがス

トレスなく生活するためには、広い土地かつ近所の人が少ない土地にしなければならない。

そして、屋内で飼育したりエアコン完備の屋内部屋を用意したりする必要がある。 

 

第 2 節 カラスの感染症対策 

飼育下のカラスと野生のカラスは、感染症の観点からあまり近づかない方がよい。そうな

るとストレス対策の条件に合わせると、カラスも人も少なく広い場所を選ばなければいけな

い。だが、環境省によると、日本にいるカラスのほとんどはハシブトガラスとハシボソガラ

スでこの二つの種は季節が変わっても場所を移動しない留鳥であり(環境省、2002）、それが

いないところを探すのは相当困難である。 

そのためには飼育下のカラスがウイルスを持っている可能性がある野生のカラスと接する

ことがあってもいいように対策しなければならない。だが、カラスのためのワクチンはまだ

ない。そのため、野生のカラスに接しにくい場所にしなければならない。 

したがって、カラスのストレス対策と感染症対策を合わせると、広い土地で室内の環境を

整えることができる。かつ野生のカラスに接しにくい場所となる。これらの条件から考察す

ると、高原地帯、山間部、北日本などの広大な土地がある林間部が挙げられる。これらの土

地は平野部に比べて気温が低いため、夏の時期に室内で飼う期間を減らすことができる。ま

た、統計局の GIS によると平地は都市部であることが多い(統計局、2013)ので、同時に騒音

問題も解決できる。 

 

第 3 節 カラスの訓練成功のための考察 

先述したように成長したカラスでは雛ガラスよりも懐くのに時間がかかり、信頼した関係

の上でゴミ拾いをさせるのは難しいことが分かる。よってこの取り組みでは雛ガラスから育

てることが重要だ。また、最新の鳥獣保護管理法を守るためには研究者が必要である。しか

し、研究者だけでは人件費が高額になってしまうので大学生、大学院生などに呼び掛けて実

験の補助に参加してもらう体制を構築することが現実的だ。 
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ただし、単なる労働力として学生を募集するのではなく、動物実験委員会の審査を経た適

切な飼育・実験の手順を学び、動物福祉への理解を深める教育的機会とすることが不可欠で

ある。また、鳥獣保護管理法に基づく学術許可を得るためには、実験に関係するすべての学

生が法令を遵守し、カラスの個体識別や健康管理を徹底する責任がある。このように、適切

な環境整備と、法規制、倫理の遵守を両立させることがこの取り組みを成功させるための考

察である。 

 

第 4 章 日本のポイ捨ての現状とこの取り組みのつながり 

 

第 1 節 日本のタバコのポイ捨ての現状 

図 1 を見ると日本では、空き缶やペットボトルがポイ捨てされることが多く、それに続き

タバコの吸い殻やびんのポイ捨てが多い。そして、図 2 では、ポイ捨てされている場所の多

くが道であるため、空き缶、ペットボトル、びんに関してはヒトが移動する際に邪魔になっ

てしまった空き容器をポイ捨てしていることが考察できる。 

 

(出典：環境省環境再生・資源循環局、2024) 
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図1ポイ捨てされることが多い物の種類(複数回答可)
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(出典：環境省環境再生・資源循環局、2024) 

対して図 3 では、図 1 よりも圧倒的にタバコのポイ捨ての割合が高くなっており、人が多

く集まり商業が栄えている都市のためタバコのポイ捨ての割合が多いと考察できる。また、

渋谷の資料によると、渋谷の将来像は世界を引き付けるエンタテイメントと商業の拠点で原

宿の将来像はファッションやコンテンツなどの若者文化の発信や交流の拠点だ(渋谷区公式ウ

ェブサイト、2019)。これにより、渋谷と原宿はどちらも流行の中心で、かつ若者が集まりや

すいため、さらに増えていることが分かる。 

 

※個人情報保護、肖像権ならびに著作権保護の観点から

資料を削除しています。 

 

図 3 たばこごみの割合 

(出典：株式会社ピリカ、2023) 

図 1,2,3 より人通りが多いほど、たくさんのタバコがポイ捨てされていると考察できる。 
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第 2 節 日本のポイ捨ての現状と「カラスがゴミ拾いの作業員に」のつながり 

先述したように、日本では特に繁華街でのタバコのポイ捨て問題が深刻である。そして、

カラスは主に吸い殻や紙片を拾う訓練を受けているため、タバコのポイ捨て問題に直接関わ

ることができる。さらに、繁華街では人が多くかつ若い人も多いので、より高い注目を集め

ることが可能になる。 

 

第 3 節 タバコがカラスの体に与える影響 

モンセラートらの研究によると、スズメとフィンチといった小型の鳥は、巣の材料として

タバコの吸い殻(特にフィルターの繊維部分)を日常的に利用している。その結果、巣の中に

ある吸い殻に含まれるニコチン量が多いほど、巣の中のダニなどの寄生虫が減少したという

研究結果が得られた(モンセラート・スアレス＝ロドリゲス、2012）。そして、この研究でも

鳥がニコチンを摂取することによる有害性について示唆されている。                                        

 しかし、「カラスがゴミ拾いの作業員に」で訓練されるカラスたちとは違う点がある。それ

は、モンセラートらの研究によると、野生の鳥が吸い殻を集め、その上で卵を抱いて長時間

過ごしても、すぐに個体が死ぬような急性毒性が見られなかった点である(モンセラート・ス

アレス＝ロドリゲス、2012）。さらに、巣の材料としてタバコの吸い殻を長い間触れている野

生の個体と、この取り組みで訓練されたカラスがそれを拾って箱に入れるという短い時間を

比べると、カラスのニコチンが体に入り込む量は極めて少ないことが分かる。 

具体的に、この取り組みの目的は、ピュイ・デュ・フーによると、自然を尊重することへ

の意識を高め、訪問者に自然を尊重する意識を啓発することである(ピュイ・デュ・フー、

2018）。そのため訓練したカラスは「街を掃除させる労働力」として使うのではなく、「カラ

スでもゴミを拾えるのに、人間はなぜポイ捨てをするのか」というメッセージを伝えるため

に教育されている。そのためカラスのニコチンの摂取量は極めて少なく、かつしっかりと研

究者が見守る体制が整っているため誤飲をする危険はほとんどない。 

 

終章 

第 1 節 結論 

本論文では嫌われ者だが切れ者のカラスを社会で活かすための取り組みである「カラスが
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ゴミ拾いの作業員に」を日本でも再現できる方法を研究した。その結果、カラスにゴミ拾い

の学習をさせることは、その行動を見ている人にとって倫理的なストレスを与えて「ポイ捨

てする」という行動を抑制できるということが示唆された。 

そして本稿でのカラスの習性分析や、日本の法律、ポイ捨ての現状をふまえた上で、日本

でこの取り組みを成功させるには、カラスの広大な飼育スペースの確保、ストレス対策、感

染症対策、金銭・法律問題の解決が必要である。そこで、大きく分けて以下の 3 つの解決策

を提案する。 

①  カラスの習性に合わせた飼育環境の最適化 

②  感染リスクを最小化するための完全管理体制 

③  研究機関とお手伝い学生による協力体制の確保 

具体的に説明すると、まず①では、カラスの大きさやヒトとの生活リズムの違いから都市

部や住宅地での飼育はストレスや騒音トラブルの原因になることが分かる。そのため、広大

な土地があり、かつ夏の暑さを凌ぐことができる北日本や山間部で飼育する。そうすること

でカラスを健康に育て、さらに近隣トラブルをなくすことができる。 

 次に②では、野生のカラスからの感染症を防ぐためにワクチンに代わる対策として、野生

の個体が少ないまたは徹底的に接触しないようにするための室内の用意をする。そうするこ

とでカラスを長生きさせることができる。 

 最後に③では、日本の鳥獣保護管理法や飼育の初期費用の高さを考慮し、学術許可を得た

研究機関を中心に、学生への教育を目的として実験する。それにより、法律を守りつつ人件

費の問題を学生たちの学びの機会として転換させることができる。 

 これら 3 つの解決策を実際に導入することで、カラスを傷つけることなく、さらにヒトと

の共生の可能性を見出すことができる。 

 

 

第 2 節 今後の課題 

 カラスには個体差や性格差があるが、それでも安定して効果を発揮できるような訓練方法

をさらに綿密に考える必要がある。また、カラスがゴミ拾いをする姿をヒトが見慣れること
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で、カラスに甘えてポイ捨てすることが増えないような対策を講じなければならない。 

 この取り組みの一番の狙いは、カラスに掃除をさせることではなく、その姿を通じてヒト

に自分自身の行動を見つめ直す機会を与えることだ。この取り組みを通じて、たくさんの人

々がカラスを「厄介者」から「ちょっといいやつ」と感じ、互いに認め合えるような社会を

願う。 
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